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＋加耳 7/1、ン白く 

探鳥ではなく‘探聴の楽しみ”で、と電話

をもらい、自分なりに少し関わっていそうな 

'‘聴’’について書いてみます。 

バードウォッチングでは見る事が主で、鳴き

声まで楽しむ事はそう多くなく、特に参加者

が多い時、全員見られる様にするのは大変で

す。その点“探聴’’の場合は大丈夫、目の不

自由な方でも楽しめます。 

私がフィールドにしているのは県立伊香保

森林公園で、入門したての頃は‘‘聴’’の方ま

で余裕が有りませんでしたが、近い事もあっ

て何度か通う内に、ちょうど夜明けのコーラ

スに出くわし、これが‘‘聴’’へ入り込んだき

っかけかも知れません。 

年によって変化は有りますが、その時間に

なると山や谷全体が鳴き声で埋め尽くされ、 

'‘すばらしい”の一語で、病みつきになるの

に時間は不要でした。またこの臨場感を家に 

~ 

アオゲラ （森野洋一郎） 

＝一一一 挙響讐賞群難誓馴撃機

持ち込むため、録音も同時進行した事は言う

までもありません。 

春、3月に入り暖かい日は、まだ雪が残っ

ている中でミソサザイが噂り、ケラ類もドラ

ミング。ウソの声がする方を見ると枝を伝っ

て流れる雪解け水で喉を潤していたり、カラ

は鳴き声に変化が出始め、春に備えて本来の

噂りに戻っていく感じ。渡りの仲間は群れも

大きく賑やかになっています。 

4月、夜は低音かつ大声のフクロウが遠く

からでも良く響き、時々早の奇怪な声が聴こ

えたり、日中は、ちょっと物悲しい感じのル

リビタキ。中旬になるとコマドリの飛来を待

ちわび、初鳴きを聴く時は思わず笑みが浮か

び、一日中いい気分になります。 

こうなると夜明け前に録音の準備等で車中

泊もあり、春とは言え目が覚めるとマイナス 

5度位になっていたりで、山の朝はとても寒

いです。 ‘‘聴’’のハイライト夜明けのコーラ

スは昨年案内したグループを思い出して・・・。 

3時少し前に市内で集合。探聴地点の入口

である山の駐車場へ 3時過ぎに到着。暗い中

ジュウイチ、フクロウ、ホトトギス、トラツ

グミ、ョタカのお出迎え。防寒の用意が出来

るとライト片手に出発。天頂には白鳥座、わ

し座、etc，天の川と、もう別世界。まもな

く目的地へ到着し各自適当な所へ朝露よけの

マットを敷いて、夜明けを待ちます。程なく

夜鳴く鳥に混ざり、ルリビタキ、コルリ、コ

マドリ、ヤブサメ、アカハラ、マミジロ、 

etc，と数を増し、頭上の木には金属的な声

のマミジロが止まって鳴き交わし、尾根で鳴

くツツドリは谷全体に余韻を残して響き渡

り、もう最高です。 

コーラスが一段落した頃は明るくなり、車

へ戻っての朝食も野鳥のB GMを聴きながら

パクパク。休憩した後は、ちょうどツツジが

満開で、探鳥かねての散策となり楽しい一日

を過ごしました。 

さて今年はどんな“鳥’'+“聴’’になるの

でしょうか。 
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野鳥の声の録音との最初の出会いは、今か

ら17年ほど前、生の野鳥の声ではありません

が、NHK- FMで毎日曜日「朝の小鳥」と

題して放送されたものを毎回テープに録音

し、図鑑とにらめっこして、さえずりと野鳥

の姿を結びつけるように勉強してきた事に始

まります。 

この番組は、主だった野鳥3種について、 

さえずりと聞きなしなどを詳細に解説してい

ました。例えばサンショウクイでは、 「鳴き

声がまるでサンショウの実を食べた時のよう

に“ヒリヒリ、ヒリヒリ”と聞こえ、サンシ

ョウクイと名付けられたといわれています。 

日本でひなを育てる夏鳥のうちでは比較的早

く渡って来て、野山を飛びながら盛んに鳴く

のです・・・・」と、こんなふうに。 

その後に、収録した場所と、野鳥たちの夜

明けのコーラスが続きます。その場所の紹介

でも、私は野鳥の楽園をいくつか知ることが

できました。霧島山麓の御池野鳥の森、奄美

大島金作原への林道などは、いつかは出かけ

てアカヒゲやアカショウビンの声を録音して

来たいと、今でも記憶に残っています。 

次に、生の野鳥の声の録音の話に行きまし

ょう。私は、桶'I浦に来る前は国立市に住ん

でいましたので、休日の朝には、一番電車で

よく高尾山に野鳥の声の録音に出かけたもの

です。 

1号路から北側では、蒲谷鶴彦さんもよく

なげいておられますが、中央高速道を走るiii 

オオルリ （宇恵 昭良） 

の音が入るので、私は 6号路とか旧道を登っ

て、2号～3号路を歩いていました。 “ポッ

ピリピー”のキビタキ、最後に“ジッジッ’' 
と鳴くオオルリ、 ‘‘キョコキョコクケクケ’' 
のクロツグミなどの名テナーたちの歌声の競

演が、新緑の谷間にこだまします。 

昨年久しぶりに登って、オオルリの少なく

なったのには驚きました。悲しいことです。 

昨年6月、榛名湖畔でアカヒゲのさえずり

を聞いた時には驚きました。ところが聞いて

いるうちに、急に“イーコイルー”とイカル

の声に変わったり、時々‘‘クケクケ’’とやっ

ているので、クロツグミの仕業とすぐに分か

りました。きっとこのクロツグミは、奄美大

島を渡ってくる時にアカヒゲの声にうっとり

して、それをインプットしてきたのでしょう。 

最後に、実際に録音してみて気付いた事を

いくつか書きましょう。 

〇野鳥のよくさえずる時間帯は、夜明け前か

ら6時までである事。 

〇とにかく雑音が多い事。・・ー道路を通る車 

の音、谷川のせせらぎ、上空から降る航空

機の音、自分の歩く足音、おなかの虫（グー 

グー）、風の音、虫（ハエ、プョ）の羽音な

ど。 

マイクを録音機から離すなどの工夫もあり 

ますが、雨降りの時はもちろんまったく録音

にはなりません。 

今の私は、野鳥のコーラスを聞きに、戸隠

高原に行く事を楽しみにしています。 



1994年ガン・カモ・ハクチョウ類調査報告鱗童醸灘

日本野鳥の会埼玉県支部研翼部 

1月15日、県内一斉ガン・カモ・ハクチョ

ウ類調査が実施されました。当日は快晴に恵

まれ、少し北風が寒いものの絶好の調査日和

となりました。今年も狭山湖と昭和池につい

ては会員の方々の参加をいただき、他地区は

それぞれ調査員をお願いし、県内で22ケ所、 

35名の方の御協力を得ました。 

調査地毎の1994年カウント結果と1982年か

らの合計値の推移（表）と1982年からの県内

集計数の推移（図）を示します。今年はツク

シガモが記録されましたが、マガンとアカハ

ジロは見られませんでした。図において、 

1989年新たに完成した渡良瀬川遊水地・貯水

池を除いた1990年調査地を対象とした集計値

は、今年は昨年にくらべてかなり増加してい

ますが、1985年をピークとする減少傾向が続

いていると考えられます。渡良瀬を含めた県

内全集計値も昨年に比べて増加して横這いの  

傾向にありますが、調査地点の増加の影響を

除くため1990年調査地について比較した場合

は減少の傾向を示しています。 

調査に参加いただいた皆様、ありがとうご

ざいました。 

埼玉県蛇諮 

ブ豆 VV 
 	・・・, バ 

埼玉県1990 
（渡良瀬を含む） 

埼玉県1990年調査地合計 

（渡良瀬を除く）  
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合計数の推移 
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」陶山相瞬（涼柳d棚

三室探鳥会で、小耳にした「今、ベニヒワ

が秋ケ瀬のピクニックの森に来ているョ」と

の話を信じ、翌日の午後自転車でぶらりと出

かけました。 

自転車を公園脇の草むらへ放置し、歩き出

した。羽根倉橋近くの雑木に囲まれた枯草地

に、焦点を合わせたカメラ 4 台の放列を発

見。さては、と、私も無言でそのうしろに立

ち、待つこと40分。 「アオジだ」 「カシラダ

カか」‘・・・しばしの沈黙。いつの間にか、カ

メラも 6台に。その時、 「来た」。声を殺し

た喜びの声。 

頭上の小枝に小さな姿。枝づたいに、地面

に降りて来た小鳥。正にベニヒワだ。真赤な

頭に黄色の噛。羽根にはまさしく白い線もあ

る。待ちに待ったウォッチャー達、静かにカ

メラアングルのいいポジションとりに懸命。 

ベニヒワは、我関せずと、悠々と地面で餌を

ついばむ。私はただ双眼鏡のレンズの向こう 

んβ 
に見えるベニヒワとの出合いの感激に、我を

忘れる。ふと気がつくと、なんと周囲には30数

名のウォッチャーが。その中に、昨日顔を合わ

せたばかりの三室探鳥会の面々の顔も見え、 

誠にうれしい春分の日の午後の一時でした。 

鈴木博番（伊奈瞳）」 

1月29・30日、晴れ上がった雪景色の中、 

総勢22名は風と寒さにもめげず、しっかりと 

45種をチェック。カモメ以外でも予期せぬ珍

しい海鳥に出会えた楽しい旅でした。 

カモメ類は初めての私は、その数の多さに

圧倒され、初めの内は識別が出来ませんでし

たが、リーダーから幼鳥は捨て成鳥だけを見

ること、大型カモメは足が桃色、小中型カモ

メは黄色か赤色であることなどのアドバイス

を受けてからは楽に識別出来るようになり、 

またセグロカモメとオオセグロカモメ、シロ

カモメとワシカモメの違いも教えられ、普通

種8種の識別がマスター出来ました。 

カモメ以外では白斑鮮やかなシノリガモ、 

波崎港でのビロードキンクロ、犬吠埼の荒波

に盛んにダイビングするウミスズメとオオハ

ムsP、海浜公園での待望のミヤコドリなど。こ

の旅で私は11種を増やすことができました。 

車中でのプロ級の鳥ビデオやタ食後の鳥談

議も興味尽きないものでした。何よりも鳥を

愛する方々と知り合いになれ親交を深められ

たことが一番の成果でした。 

ク／層」 

) 

既手り既手り 
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アオサギ ◇1月6日、越谷市内の東武伊勢崎

線元荒川鉄橋下の元荒川の流れの中央で1 

羽（石川敏男）。◇2月8日、入間市の入間

川豊水橋上流、笹井堰で1羽（古洋紀）。 

トモエガモ ◇2月3日、本庄市の阪東大橋下

流で37羽早 6羽（井上幹男）。◇2月19日、 

戸田市道満荒川第一調節池で81羽早 2羽 

（有山智樹）。◇ 2月19日、北本市石戸宿の

自然観察公園で古 1羽（古洋紀）。 

ョシガモ ◇2月19日、戸田市道満荒川第一

調節池で31羽（有山智樹）。 

オカョシガモ ◇1月30日、富士見市の柳瀬

川富士見橋～高橋間で31羽（中村治）。 

アメリカヒドリ ◇1月30日、富士見市の柳

瀬川富士見橋～高橋間で 31羽（中村

治）。 

ホオジロガモ ◇ 2月26日、本庄市の阪東大

橋下流で早 1羽（井上幹男）。 

オジロワシ ◇2月5日、深谷市の上武大橋下

流で1羽。上空を旋回する（井上幹男）。 

オオタ力 ◇1月29日、大宮市日進1丁目で若

鳥1羽。カラス 2羽にモビングされ飛び去

る（浅見健一）。K2月3日、本庄市の阪東

大橋下流で若鳥1羽。2月20日、同所で成鳥 

1羽（井上幹男）。◇2月20日、深谷市の上

武大橋下流で若鳥1羽（井上幹男）。 

ノスリ ◇2月11日、戸田市道満の荒川土手

上空で2羽（森永徳一）。 

ハヤブサ ◇2月11日、戸田市道満荒川第一

調節池、中央橋の上で1羽（森永徳一）。 

◇2月27日、本庄市の阪東大橋下流で1羽 

（井上幹男）。 

コチョウゲンボウ ◇2月26日、本庄市の阪

東大橋下流で 1羽（井上幹男）。 

チョウゲンボウ ◇2月7日、杉戸町の大島

新田遊水池で 1羽（秋間利夫）。◇ 2月 

11日、浦和市の武蔵野線荒川鉄橋で 2羽 

（森永徳一）。 

クイナ ◇2月19日、北本市石戸宿の自然観

察公園で1羽。アシ原の中からバンと共に

現れる（古洋紀）。 

コチドリ ◇2月3日、幸手市権現堂堤の中

川で6羽（秋間利夫）。 

イカルチドリ ◇2月3口、幸手市権現堂堤の

中川で2羽（秋間利夫）。◇2月8日、入間

市の入間川豊水橋上流、笹井堰で15-20羽。 

日増しに数が増すようだ（古深紀）。 

タゲリ ◇1月30日、毛呂山町市場の埼玉高

校の前の野原で 2羽（増尾隆・節子）。◇ 

2月1日、浦和市秋ケ瀬のゴルフ場裏側の

駐車場の芝生の上で1羽（滝田恵美子）。 

オジロトウネン ◇2月3日、幸手市権現堂

堤の中川で1羽（秋間利夫）。 

ハマシギ ◇ 2月2日、入間市の入間川豊水

橋上流、笹井堰で25羽（古深紀）。 

タシギ ◇2月 3日、幸手市権現堂堤の中川

で3羽（秋間利夫）。 

ヒメアマツバメ ◇2月2日、入間市の入間

川豊水橋上流、笹井堰で1羽。堰の上を飛

び回り空中採餌をしていた。 2月27日、同

所で約50羽。低空を飛び回り、目の前まで

近づいてきて驚きました（古深紀）。 

コミミズク ◇ 2月7日、幸手市戸島で 2羽 

（秋間利夫）。◇ 2月19日、戸田市道満調

節池で1羽（有山智樹）。 

フクロウ ◇2月19日午後7時30分、大宮市

で声を数回聞く（兼元義裕）。 

アオゲラ ◇1月3日、寄居町鉢形の荒川正

喜橋下流で早 1羽（浅見健一）。◇ 2月 8 

日、入間市の入間川豊水橋 L流、笹井堰で

堰の下の木で早 1羽。堰の Lの木では舌 1 

羽（古津紀）。 

イワツバメ ◇2月19日、富士見市水子の田

んぼ上空で 2羽。北西に向かって飛んでい

く（中村治）。 

ハクセキレイ（ねぐら） ◇ 2月タ暮れ、 

JR上尾駅西口ロータリーの大きなくすの

木で数百羽（小貝喜久司）。 

ビンズイ ◇1月16日、大宮市日進1丁目で 

3羽（浅見健一）。◇1月22日、熊谷市月

見町の社宅の庭で1羽。いつもと違う声が

するので、双眼鏡を持ってベランダに出る

と、ジョウビタキとともに飛び立った。つ

ぼみのふくらみかけた梅の木でしばらく鳴

いていたがいづこともなく飛び去った（菱 

マ重せ 

マ重、手ぐ 
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沼一充）。 

ルリビタキ ◇1月29日、坂戸市城山で古 1 

羽、早 1羽、幼鳥合 1羽（増尾隆・節子）。 

アカハラ ◇2月 1日、浦和秋ケ瀬のゴルフ

場裏側の駐車場で 4羽（滝田美恵子）。◇ 

2月 8日、入間市の入間川豊水橋上流、笹

井堰で1羽（古洋紀）。◇ 2月13日、大宮

市日進 1丁目で古 1羽（浅見健一）。 

シロハラ ◇1月29日、坂戸市城山で 1羽 

（増尾隆・節子）。◇ 2月1日、浦和市秋

ケ瀬のゴルフ場裏側の駐車場で1羽（滝田

美恵子）。02月13日、大宮市日進 1丁目

で82羽。梢で 2羽で争う（浅見健一）。 

02月18日、戸田市道満の釣り堀横の林で 

1羽（有山智樹）。 

ツグミ ◇2月H日、大宮市三橋1丁目の大

平公園わきの大木の枝で25羽の群れ。群れ

で見るのは初めて（浅見健一）。 

ヒガラ ◇2月27日、大宮市日進1丁目でシ

ジュウカラ、メジロの群れ中に1羽（浅見

健一）。 

コガラ ◇1月16日、大宮市日進1丁目で1 

羽。シジュウカラと一緒に行動していまし

た（浅見健一）。 

ヤマガラ ◇1月22日、秩父市の羊山公園で 

2羽（山岸昭治）。 

ツリスガラ ◇2月19日、戸田市道満荒川第

一調節池で1羽（有山智樹）。 

コジュリン ◇1月20日、幸手市戸島で3羽 

（秋間利夫）。◇ 2月18日、戸田市道満荒川

第一調節池で含 2羽早 6羽（有山智樹）。 

ホオア力 ◇2月18日、戸田市道満荒川第一

調節池で 5羽（有山智樹）。 

力シラダ力 ◇1月22日、秩父市の羊山公園

で100羽以上（山岸昭治）。 

ミヤマホオジロ ◇1月22日、秩父市の羊山 

	表紙の写真 

力イツブリ

カイツブリは 5月頃に繁殖期を迎える。当

然もっとも活動的で、けたたましく鳴き、湖

面を滑るように泳ぎ、そしてあっと言う問に

潜る。水中での動きは、水而の波から察する

ことができる。小魚をくわえ、あるいは巣材 

ムナグロ（登坂久雄） 

公園で古 3羽早 1羽（山岸昭治）。 

クロジ ◇2月8日、入間市の入間川豊水橋

上流、笹井堰で合早各1羽。合は堰の下の

竹やぶでミミズを食べていた。早はSmほ

ど横の笹やぶの下で餌をついばんでいた 

（古津紀）。 

オオジュリン ◇1月20日、幸手市戸島で20 

羽以上（秋間利夫）。02月11日、浦和市秋

ケ瀬のピクニックの森で4羽（森永徳一）。 

アトリ ◇1月22日、秩父市の羊山公園で約 

50羽の群れ。やっと来ました（山岸昭治）。 

ベニマシコ ◇1月22日、秩父市の羊山公園

で否 2羽早 1羽。使われなくなった桑畑の

中の枯れ草の上に上がってきてくれる。双

眼鏡の視野いっぱいに3羽が並んで、朝日

に映えて美しい（山岸昭治）。02月19日

北本市石戸宿の自然観察公園で合 1羽（古

津紀）。02月27日、深谷市の上武大橋下

流で古早各1羽（井上幹男）。 

イカル ◇1月 3日、寄居町鉢形の荒川正喜

橋下流の斜面林で8羽（浅見健一）。 

力ケス ◇1月22日、秩父市の羊山公園で 3 

羽（山岸昭治）。 

ネィチャーフォトコンテスト 1993 入選作 

（力イツブリ科） 

を運び、浮上する。 

羽毛の光沢は水をはじき、黄色い鋭い眼

光、くちばし基部の黄色いマークも、この季

節にもっとも目立ち、美しい。 

宇賀神若人（朝霞市） 
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盤養亜二入蘇生定鑑 劃 

期日：5月8日（日） 

集合】午前9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居9:03 

発に乗車 

担当：菱沼（一）、森本、関口、菱沼（洋）、斎

藤、塚本、中島（章）、小池、和田、石

井（博） 

見どころ：100回記念の探鳥会。92年の三室

に続いて大麻生も100回目を無事に迎

えることになりました。その間、ゴル

フ場ができるなど環境は大きく変わり

ました。しかし野鳥達の生活の場であ

ることには変わりありません。今後、 

当地での探鳥会をますます有意義なも

のとして皆で育ててゆきたいと思って

います。よろしくお願い致します。 

お知らせ【探鳥会の後、記念の野外パーテ

ィー（希望者のみ、会費300円）を開催し

ます。当日は電車でお越し下さい。飲

物と昼食は各自ご用意してください。 

アズ熊谷で記念パネル展も開催！ 

~東京 iiliでm発島探熱‘ （●霧舞轡 

期日】5月13日（金）夜行～巧日（日） 

定員に達しましたので締め切りました。 

慶』蟹鷺昇’浜沼探霧翻 

期日：5月巧日（日） 

集合【午前8時45分 JR宇都宮線蓮田駅東口 

（集合後バスで現地へ） 

担当：中島（康）、浅田、入山、小林 

探鳥会への参加は、特別な場合を除いて予

約申込みの必要はありません。受付は探鳥会

当日。参加費は一般100円。会員及び中学生

以下50円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、 

ゴミ袋、もしあれば双眼鏡など。小雨決行で

す。解散時刻は、特に記載のない場合、正午

から午後1時ごろになります。 

◇はじめて探鳥会に参加される方へ◇ 

集合場所へ着いたら、まず“日本野鳥の会

埼玉県支部’’の旗か、青い腕章をつけた担当

者を探して、遠慮なく声をおかけ下さい。私

達もあなたを探していますので、ご心配なく。 

（恒）、中村（栄）、吉安 

見どころ】薫風五月の好季節！田圃にたたず

む夏羽のムナグ口、黄金色の斑点が輝

きます。亜麻色のアマサギも定番です。 

珊罷。塚只大橋探遣盤 

期日】5月巧日（日） 

集合：午前9時 JR高崎線本庄駅北口、集合

後バスで現地へ。東武バス廃止のため

十王バス乗車で「阪東大橋南詰」下車 

担当：町田、菱沼、林（滋）、小測、小野沢、関

根、中島（章）、小池、石井（博）、和田 

見どころ【去年のシギ・チドリは大当たり。 

今年もツバメチドリ、アカエリヒレア

シシギにまた遭いたいですネ！ 

圏雷存二・箔I1公闘探ti. 

期日：5月巧日（日） 

集合：午前7時30分 丸山公園北口駐車場

交通】JR高崎線上尾駅西口4番バス乗場より 

西上尾車庫行き（畔吉廻り）7:07発に 

乗車、 「前原」下車徒歩10分 

解散：午前11時頃 

担当：立岩、吉原、阿久沢、丹、永野（安）、 

永野（京） 

見どころ】この季節ならではのお客様で、 

“早起きは三文の得”を実証し続ける

早朝探鳥会です。今年はどんな夏鳥の

さえずりが聞こえるでしょうか。 

浦干i］市："u’ 准地蒔鞭歴霊翻

期日：5月巧日（日） 

-8- 



集合：午前8時15分 京浜東北線北浦和駅東 

口（集合後、バスで現地へ）または、 

午前9時 浦和市立郷土博物館前

後援】浦和市立郷土博物館 

担当】楠見、福井、渡辺（周）、手塚、笠

原、伊藤、田口、岡部、嶋田、倉林 

見どころ】青葉の季節になりました。力ッコ

ウが斜面林で鳴き、芝川にキアシシ

ギ。バン・コチドリ、葦原ではオオョ

シキリのさえずる初夏の鳥見です。 

勝柴繋轡賞欝光探麟阜難熟r親糊 

期日：5月21日（土） 

定員に達しましたので締切りました。 

亡Iど”ぐ’一篇 憲興蕊翻 

期日：5月22日（日） 

集合】午前9時 西武新宿線狭山市駅西口

交通】西武新宿線所沢8】45発、本川越＆43発 

に乗車、JR川越線大宮駅からは川越駅 

下車、徒歩約10分で本川越駅へ。 

解散】正午頃、稲荷山公園 

担当・長谷部、三田、石井（幸）、佐久間、 

柳原、小野、中村（祐）、山本 

見どころ：夏服に衣替えしたコサギや力イツ

ブリ、新緑のなかでさえずるシジュウ

力ラ達が日頃のストレスを忘れさせて

くれます。 

蟹酬響’翼間致鳥会 

期日】5月22日（日） 

集合【午前9時 JR武蔵野線東浦和駅前 

解散：東浦和駅近くのグラウンド 

担当】手塚、伊藤、笠原、田口 

見どころ：新しい茎が伸びたアシ原はオオョ 

シキリの独壇場。運がよければョシゴ 

イにもお目にかかれますョ！ 

麟轡饗豊讐讐環響あil3闘 

とき】5月28日（土）午後1時～2時ごろ 

会場：支部事務局 108号室 

臨蝿響鴬’グ讐’ツ’鷺例会 

とき】5月28日（土）午後2時ごろ～5時 

会場：『しらこばと』袋づめの会と同じ 

欝罰鷺澱奮加蕉滞薫探驚響1  
期日：5月29日（日） 

集合：午前8時10分 JR宇都宮線土呂駅東口

または午前8時30分 市民の森入口前 

（土呂駅東口より東へ徒歩5分） 

担当】林（慎）、松井、藤原、桜庭、工藤、 

新堂、中村（策） 

見どころ【賑やかなオオョシキリの声の中、 

初夏を告げる鳥力ッコウの姿を探しな

がら芝月腸をのんびりと歩きましょう。 

匪〕硬1爾『プ渡良瀬逆水地探鵬翼 

期日：5月29日（日） 

集合：午前9時10分 東武日光線柳生駅前

交通】JR宇都宮線大宮8】01発→栗橋＆30着東 

武日光線乗換8:52発→柳生9:02着 

担当】中島（康）、松井、吉原、五十嵐、入山、 

篠原（五） 

見どころ：初夏の遊水池天空にサシバが飛

翻、草原では、オオョシキリ・コョシ

キリ・カッコウも鳴いて気分は最高！ 

~大滝村讐に峰耕蛙探I」貰翻 
期日【 5月29日（日） 

集合：午前10時 三峰山ロープウェイ山頂駅

月リ 

交通【秩父鉄道熊谷7】16→寄居7【 50→影森＆ 

35→終点下車、バスにてロープウェイ 

入口下車、9:50発ロープウェイに乗車。 

担当：田口、林（滋）、菱沼（一） 

見どころ】夏鳥の季節！オオルリ・キビタ

キ・コルリなどの鳥たちが美声を楽し

ませてくれます。山道を歩く健脚コー 

スです。足もとの準備はしっかりと。 

医斑露纏〕語湿原探蔦翻t饗予綴爵

期日】6月4日（土） 

定員に達しましたので締切りました。 

墨野りぎツ買隠飯綱高原探鴬会（要●猫翻

期日：6月4日（土）~5日（日） 

定員に達しましたので締切りました。 
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カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ ツクシガモ マガモ カルガモ コガモ ト

モエガモ オカョシガモ ヒドリガモ オナガガ

モ ハシビロガモ ホシハジロ カワアイサ ト

ビ オオタカ ノスリ チョウゲンボウ タゲリ

ハマシギ キジバト カワセミ ヒバリ キセキ

レイ ハクセキレイ セグロセキレイ タヒバリ

ヒョドリ モズ ツグミ ホオジロ カシラダカ

オオジュリン カワラヒワ スズメ ムクドリ

ハシボソガラス ハシブトガラス（40種）久しぶ

りの阪東大橋らしい風の強い探鳥会だった。着ら

れるものはとりあえず全部着ていただき、厚着で

出発した。だれも、何にも言わないけれど、今日

のターゲットは「彼」しかいない。河原までコー 

スを全力で進む。さ寒い！! 

チャーンとツクシガモ君は待っていてくれました。 

全員で美しい姿を確認。アメリカコガモやトモエ

ガモはおまけです。長野市から参加の金子御夫妻、 

遠路お疲れ様でした。 	 （町田好ー郎） 

r 
荒木恒夫、石井 智、石井幸男、伊藤芳晴、内田

千代子、榎本秀和、海老原教子、遠藤 薫、大武

昭雄、神場真文、グレン・プリチャード、小荷田

行男、駒崎政雄、桜庭 勇、嶋田和江、諸徳寺四

郎、高草木泰行、立岩恒久、手塚正義、中島郁夫、 

中島康夫、中村 治、橋口長和、菱沼一充、菱沼

洋子、福井恒人、町田好一郎、松井昭吾、三田長

久、森本国夫、谷津弘子、柳原正昭、山崎宏治、 

山部直喜“""""‘一“g 御苦労様でした。 

カイッブリ カワウ コサギ マガモ カルガモ

コガモ オナガガモ ハシビロガモ ホシハジロ

キンクロハジロ ノスリ コジュケイ バン オ 

オバン タゲリ タシギ キジバト カワセミ

キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒ

ョドリ モズ ジョウビタキ ツグミ ウグイス

シジュ．ウカラ メジロ ホオジロ カシラダカ

アオジ カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ

ハシボソガラス ハシブトガラス（37種）気温が

上がらず寒い日。なかなか鳥が出ないでリーダー 

はやきもきしていたが、終わってみれば37種。大

沼の2羽のオオバンや、久し振り登場のタゲリが

頑張って探鳥会を盛り上げてくれた。 （榎本秀和） 

麟g 	篇（昌）霧極市ミ審過塞 
カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ カルガ

モ コガモ オナガガモ ホシハジロ オオタカ

イカルチドリ タゲリ タカブシギ タシギ コー 

リカモメ キジバト カワセミ コゲラ ヒバリ

キセキレイ セグロセキレイ ハクセキレイ タ

ヒバリ ヒョドリ モズ ジョウビタキ ツグミ

シジコーウカラ メジロ ホオジロ．カシラダカ

オオジュリン アオジ カワラヒワ シメ スズ

メ ムクドリ オナガ ハシボソガラス ハシブ

トガラス（39種）新年らしく多数の参加者が鳥を

楽しんだ。やはり、三室の鳥に“おめでとう”を

言わないと、年が始まらないのだ。鳥たちも鳥見

人に敬意を表して39種と勢ぞろい。今年も鳥は三 

室で決まり。 	 （楠見邦博） 

	農23EI（日） 狭山市 入賢」 

参加宗も人i＝天気 藩

カイツブリ カワウ ゴイサギ ダイサギ コサ

ギ カルガモ コガモ オカョシガモ オナガガ

モ ハシビロガモ キンクロハジロ トビ イカ

ルチドリ ハマシギ イソシギ ユリカモメ キ

ジバト アオゲラ コゲラ ヒバリ キセキレイ

ハクセキレイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョ

ドリ モズ ツグミ ウグイス シジュウカラ

メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラ

ヒワ シメ スズメ ムクドリ オナガ ハシボ 
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1月30日（日）J 長濡4[IJ 長濡

参加と 34大 天気：晴

カイツブリ コサギ オシドリ マガモ カルガ

モ コガモ トビ オオタカ イカルチドリ イ 

ソガラス ハシブトガラス（40種）今季の入間川

は、昨年に比べてカモの数、種類とも少し多め。 

久し振りにハマシギの群れも見られた。今回の見

どころセキレイの仲間は、河原で4種を確認した

が、ビンズイだけ探島会終了後の登場となってし

まった。 

月29日（土戸一『しらこばと』袋づめの 

ボランティア：13天％ 

請嫁義正、荒木恒夫、岩波勇一、海老原教子、角

田真喜子、小林孝太郎、佐久間博文、篠原東彦、 

藤野富代、中村業男、松元達夫、谷津弘子、渡辺

喜八郎 

電 1 I129H葺(土） 群馬県 割沙覇

雪のため中止。 

9~30日て王～日） 千窮栗 	銚子ぽ魁 

、 
オオハムspー ハジロカイツブリ ミミカイツ

ブリ カンムリカイツブリ ウミウ ヒメウ マ

ガモ カルガモ ヒドリガモ アメリカヒドリ

オナガガモ ハシビロガモ ホシハジロ スズガ

モ ビロードキンクロ シノリガモ ホオジロガ

モ ハヤブサ ミヤコドリ シロチドリ ダイゼ

ン トウネン ハマシギ ユリカモメ セグロカ

モメ オオセグロカモメ ワシカモメ シロカモ

メ カモメ ウミネコ ミツユビカモメ ウミス

ズメ キジバト カワセミ ヒバリ ハクセキレ

イ タヒバリ ジョウビタキ イソヒョドリ ツ

グミ カワラヒワ スズメ ムクドリ ハシボソ

ガラス ハシブトガラス（45種）前日から降雪に

見舞われ、どうなることかと思われたバスツアー 

だったが、40分遅れでとにかく出発。犬吠埼、銚

子港、波崎新漁港と回って、カモメの基本8種は

マスター。帰りには、船橋海浜公園にも立ち寄り、 

5羽のミヤコドリもチェック。終わってみれば 

「行ってよかった～！」の探鳥会であった。惜し

くも「S p. 」付きとなった冬羽のオオハムや、 

ビデオ判定で確認した足の赤っぼい普通のミツユ

ビカモメも楽しい思い出である。 （榎本秀和） 

ソシギ キジバト カワセミ キセキレイ ハク

セキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ジ

ョウビタキ ツグミ シジュウカラ メジロ ホ

オジロ カシラダカ アオジ アトリ カワラヒ

ワ シメ スズメ ムクドリ ハシボソガラス

ハシブトガラス（31種）前日の雪が残っていて道

が歩きにくく、雪のせいか出現島も思ったよりも

少なかったが、それでもオシドリ、カワセミとも 

にゆっくり見られた。 	 （佐久間博文） 

2月5日（王了「；i』‘鵬沃宮市 大宮市民の簾 

参加：2IA ?k扇覇’ 

カイツブリ カワウ コサギ カルガモ コガモ

オナガガモ ホシハジロ バン タシギ ユリカ

モメ セグロカモメ キジバト カワセミ ヒバ

リ ハクセキレイ セグロセキレイ タヒバリ

ヒョドリ モズ ツグミ シジュウカラ メジロ

カシラダカ アオジ オオジュリン カワラヒワ

スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガラス ハ

シブトガラス（31種）今回もまたまたカワセミ君

が、しかもじっくり姿を見せてくれました。ここ

のところすっかり常連になったようです。好天に

も恵まれて、小春日和の中の、のどかな探鳥会で

した。 

2月6日（日） 深谷市 仙元山 

参加：43大く 天気ニソ」肩 J  

カワウ コサギ キジバト コゲラ キセキレイ

ハクセキレイ セグロセキレイ ビンズイ ヒョ

ドリ モズ ルリビタキ ジョウビタキ シロハ

ラ ツグミ ウグイス キクイタダキ エナガ

ヤマガラ シジュウカラ メジロ ホオジロ カ

シラダカ アオジ カワラヒワ シメ スズメ

ムクドリ カケス ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（30種） 『埼玉見て歩き・県北版』のコース

を歩いた。瀧宮神社は駅のすぐ近くとは思えない

ほど静かで、小鳥たちも多い。アオジやヤマガラ、 

コゲラなどが見られ、大好評。唐沢川はセキレイ

が多く、キセキレイなどは食傷ぎみになるほど。 

仙元山では、ウグイスが目の前に現われてくれた。 

しかし、カケスやオナガの姿が見えず、少しさみ

しかったが、ようやく混群に出会い、メジロやキ

クイタダキが見られた。最後はビンズイをじっく

り観察。おわび、①鳥合わせでルリビタキが抜け

ていました。②帰りに道を間違えた人がいるよう

で、次回は地図を用意します。 （菱召一充） 
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務局長が企画段階から全面協力して、今の予 

う車 	糸各一 	巾長 定では、 5月9日から毎週月曜日～土曜日の 

毎日、 「おはよう日本」という番組の首都圏 

●大麻生定例探鳥会1 00回記念 向け時間枠（午前 7時30分～45分）の中で 

バードウォッチングフェスティバル 2-'3分間、シジュウカラの成長記録を、 5 ー 

今年のバードウィークイベントは、大麻生 月末ころまで連続放送する予定です。万一の 

探鳥会1 00回記念フェスティバル。大麻生で 事情で変更もありえますが。 

観察できる野鳥たちを絵画や写真、ビデオな 

どで紹介しながら、野鳥たちがいきいきとさ 働5月の土曜日当番（ 2時～6時） 

えずり、人々が豊かに生きられる自然の大切 7日 伊藤芳晴 永野康彦 

さを伝えます。 14日 山部直喜 海老原美夫（編集会議） 

［期間］5月7日（土）正午から 21日 中村禁男 海老原教子（校正の日） 

5月15日（日）午後5時まで 28日 袋づめの会（1時から） 

［会場］熊谷駅ビルAZ熊谷 4階カプセルプ

ラザ（エスカレーターの横） 

［出品のお願い］大麻生の野鳥たちの写真、絵

画などをお貸しください。パネルや額に入

り、そのまま展示できる状態の作品を、 7日 

（土）午前10時から11時ころまでの展示作業

中に会場に直接ご持参いただくか、前日まで

に支部事務局にお送りください。 

大麻生で会える野鳥であれば、別の場所で

の作品でもかまいません。ただし、背景など

から明らかに大麻生ではないと分かるものは

困ります。 
［お手伝いのお願い］展示作業（前記）と撤去

作業（15日午後5時から）をお手伝いくださ

る方は直接会場まで。土・日曜日を中心とし

た会場担当をお手伝いくださる方は、事前に

事務局にご連絡を。役員リーダーに限らず、 

多くの方たちのご参加をお待ちしています。 

別に手伝いはできないけど、ちょっと会場

を覗いて見ようかという方も、大歓迎です。 

●テレビでの普及活動など 

テレビ埼玉、毎週水曜日の午後1時30分こ

ろから、 「彩チャンネル、とっておきの午

後」という番組の中で約5分間、 『野鳥』と

いうレギュラーコーナーが始まりました。海

老原事務局長が、自ら撮影したビデオで野鳥

を紹介し、探鳥会などの案内もするもので

す。木曜日の同時刻に再放送も。放送時間帯

は変わる事もあります。 

NHKでは、 「おはようオオタカ」 「谷津

干潟水鳥ウォッチング」に続き、埼玉県内で

の定点カメラ中継を準備中。これも海老原事  

●会員数は 
4月1日現在 2,387人です 

3月5日～6日 関東ブロック会議に出席 

（榎本秀和、岡安征也、内藤義雄、町田好

一郎）。 同日 役員リーダー研修懇親旅

行（福島県・茨城県方面）。 

3月8日 埼玉県鳥獣保護員として福井恒人

幹事再任を推薦する手続き。 
3月19日 4月号校正作業（榎本秀和、海老

原美夫、新堂克浩）。 

3月20日 役員会議（司会・菱沼一充、全国

野鳥密猟対策連絡会に福井幹事が出席する

件、その他）。 『野鳥見て歩き』第3回編

集会議。 
3月27日 秩父愛鳥会の見沼たんぼバス旅行

に案内人として同行（海老原美夫、楠見邦

博）。 

言i扇 集 子麦 言己 

通勤途中の屋敷林で、ツミが営巣し始めて

いるのを見つけた。当分事務所にたどり着く

時間が長くかかりそう。 

通勤途中の鉄橋で、チョウゲンボウが営巣

し始めているのを見つけた。当分職場にたど 

り着く時間が長くかかりそう。 	（山部） 

出張先の車窓からケリを3羽見た。もっと

見ていたかったけれども、列車が止まらず、 

時間どおりに帰って来てしまった。 （森本） 
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